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中村学園大学　流通科学研究所　第15回国際セミナー

解題

「コロナ禍による流通の影響と対応」

中村学園大学　学長・流通科学研究所　所長

甲　斐　　　諭

　こんにちは。それでは報告させていただきま

す。私に与えられた役割は、このセミナーの解

題と講師の紹介でございます。

　コロナ禍による流通の影響を受けて、これを

企画した背景、それからコロナ禍によって家計

がどう変わったのか、消費者購買行動はどう変

わったのか。コロナ禍による流通業界の変化、

それを受けて、今後の流通はどう変わっていく

べきなのかということについて述べて、最後に

講師の紹介をさせていただきます。

　さて、皆様ご承知のように、世界の企業の３

社に１社が赤字経営になっているというのが、

現在の世界の状況でございます。また、日本に

ついても戦後最大のＧＤＰの下落ということ

で、各産業は大幅な減産となり、ＧＤＰも500

兆円を下回るのではないかといわれています。

また、外食の約1,000店が閉鎖するということ

で、非常に深刻な状況になっています。

　また、関連倒産を見ると、飲食業、ホテル、

アパレル企業が非常に倒産が多くなっておりま

す。百貨店も20％から25％の売り上げ減少とい

うことで、倒産件数の中でも飲食店やホテルが

非常に多い状況です。帝国データバンクのデー

タを見ても、まだまだ倒産は続いているし、倒

産の負債総額も増えているような状況でござい

ます。

　そのような国内の経済状況を受け、また、こ

の背景になった家計はどういう影響を受けたの

かということを、総務省の「家計調査報告」を

見ながら、少しデータ的に見ていきたいと思い

ます。

　これは家計の消費支出の対前年同月の増減率

でございますが、これを見てもらうと、コロナ

が始まった３月、４月、５月に大きく家庭の支

出が減っております。６月になったら一瞬上が

りますけれども、つい先日の９月８日のデータ

を見てみると、７月は家計支出が対前年でまた

縮小しています。

　これは家計の全部の支出ですけれども、５月

が一番減って、少し６月に持ち直し、７月にま

た減ってしまうというような状況でございま

す。

　８月、９月はどうなるか、後ほど講師の先生

方に教えていただきたいと思います。お盆を過

ぎて９月になってくると、少し持ち直してくる

のではないかというような期待もされますが、

これが現時点の最新のデータでございます。

　コロナ発生後の時期をみてみると、消費支出

が特に４月の中旬から下旬、５月の初めは非常

に低かったことが分かります。

　以上の分析は家計消費全体ですけれども、中

間項目としての食費はどうかというと、こう

なっていまして、８％ぐらい減っております。

　ところが家具や家事用品、この項目にはマス

ク代も入っていると思いますけれども、マイナ

スになっていなかったんですね。マスクをたく

さん買わなくてはいけないとか、在宅勤務で家

具も買わなくてはいけなかったということも

あって、マイナスになっていないのが特徴です。

　一方、被服や履物、着るものは大幅に、60％

も減っているということで、アパレル業界は大

変、困っているのではないかと思います。
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　また、教養娯楽、旅行は主に40％くらい減っ

ていることが分かります。

　今までは中項目だったんですけど、今度は品

目別に見てみましょう。食料の中の品目で、こ

れは５月のデータですが、約40％、パスタが前

年より増えたことがわかります。即席麺も30％

増え、肉は23％増え、チーズは30％増えていま

す。なんとチューハイ、あまり高くない酒です

けれども、これは増えました。かたや外食費は

55％も減って、飲酒代も90％減でした。外で飲

むお酒は量が減った。家で飲むお酒は増えたと

いうことになります。もちろん背広も60％まで

減っています。

　イタリア料理風といいますか、家庭でパスタ

とか麺とかチーズとかを食べています。時短料

理であるイタメシを家で作り、外食のために飲

食店に行かなくて、家庭で奥さんと安酒の

チューハイを飲む。レストランなどで高い酒は

飲まないで、家庭で安い酒を飲むという生活を

送ってきたことが分かります。

　いわゆる交通費、バス代とかタクシー代は大

幅に対前年割れをしておりますが、パソコンは

在宅勤務で70％増えています。そしてゲームソ

フトは非常に増えたということが分かります。

お父さんは在宅勤務でパソコンを買わなければ

いけなかったが、子どもたちや学生は家や学校

外でゲームソフトに熱中しているということだ

と思われます。

　宿泊もしない。ましてや口紅なんかも買わな

いということになっていますね。パソコン、ゲー

ムソフトの購入が増えて、交通費が減って、口

紅も減ったという消費生活になっております。

　以上は家計のデータ分析でしたが、次は家計

から見た生鮮野菜の１人１カ月の購入数量を見

てみましょう。ここに誤植がありまして、すみ

ません。「2000」ではなく「2020」です。2019

年と20年、去年の１月と今年の１月を見ると、

購入数量はほぼ変わらないですけれども、２月、

３月、４月、５月になってくると、今年は家庭

で買う野菜がグーンと増えていっていることが

分かります。これは生鮮野菜全体の１人１カ月

購入数量ですけれども、最近は６キロくらい、

１人が１カ月に食べていることが分かります。

１月は4.5キロだったんですが、今は６キロく

らいになっているということです。

　今度は茎葉野菜ですね。ホウレンソウだとか、

キャベツだとか、茎葉野菜や根菜類についても

同じようなことが指摘できます。家庭内の料理

がいかに増えてきたのかということを、農畜産

業振興機構の野菜情報総合把握システムという

ものがあるんですけれども、これを利用して

作った資料です。私はこれを見て驚いたんです

が、いかに家庭の主婦が頑張ったのか、種々工

夫して家庭料理で野菜を使っているのかという

ことが分かります。

　以上は家庭の状況分析ですけれども、それが

流通業界にどういう影響を与えるのかというこ

とを、次に見ていきましょう。一般に流通は、

生産者が川上、流通が川中、そして消費者が川

下と言っているんですけれども、私は川下から

川中に来て、川上に戻っていくという状況に、

話を展開しております。川下の消費がどう変

わったのか、それが川中の流通業界にどういう

変化を与えたのかを見てみましょう。

　この図は東京都中央卸売市場の白菜の取扱数

量です。これをご覧になると、去年と今年の４

月５月は、ほとんど取扱数量は変わりません。

ところが価格を見ると、すごく変わっておりま

す。１キロ70円だったものが190円と、３倍く

らいに上がってしまっているということです

ね。白菜というのは外食よりも家庭内消費が多

い。家庭料理が増えてくると白菜の値段が上

がっていくという、非常に極端な、３倍も値段

が上がった。数量は変わらないのに、こんなに

上がったということが言えます。

　次は福岡市場です。後ほど福岡大同青果様か

ら説明をしていただきますけれども、福岡の４

月、５月の白菜の取扱数量はほぼ変わりません。
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ところが福岡においても、非常に白菜の値段が

上がってきております。このように、家庭で使

うものはすごく値段が上がったことが分かりま

す。

　これをどのように理解するべきかですけれど

も、これは白菜の供給曲線と需要曲線があって、

家庭内の消費、値段はここで決まるんですけれ

ども、家庭内の消費が増えてくると、需要曲線

が右側に移動し、価格がこうなって上がってく

るのですが、このような状況になっているので

はないかということです。家庭消費が中心の白

菜なんかは、やっぱり単価が上がっていくとい

うことになっているのではないかと、卸売市場

の売れ行きを見たら、私にはそのように見えま

す。

　次は牛肉の値段を見てみましょう。これは東

京市場の牛肉の値段ですけれども、非常に４月

に値崩れしていることが分かります。

　なぜこんなに値崩れするかというと、牛肉と

いうのは高級食材、外食で使われる高級食材で

すが、かたや豚肉は家庭で使われる。家庭で消

費の多い普通食材は、４月はずっと値段が上

がってくるんですね。こういうことで、牛肉の

値段は下がり、豚肉の値段が上がっていくとい

うことです。

　以上は東京市場ですけれども、福岡市場でも

そういうことが言えます。牛肉の値段が下がり、

豚肉の値段が福岡でも上がってきたということ

です。

　これをいかに理解するかということですが、

こちらの第１象限は牛肉の需給関係を示してい

ます。牛肉の供給曲線があって需要曲線がある

んですが、やはり外食の需要がなくなったとい

うことで、需要曲線が左側に移動すると、価格

は落ちていく。高級食材は需要が落ちて、値段

が下がっていく。

　かたや、第２象限は豚肉の需要曲線です。数

量を見ると、こちらが供給曲線ですが、需要曲

線がこうあって、価格がここで決まっていたも

のが、コロナによって家庭内消費が増えてくる

と、需要曲線が左側に移動し、価格がこうなっ

て、値段が上がっていくということで、高級食

材の値崩れ、普通食材の値上がりが、食肉業界

では見られたのではないかと、私は思っていま

す。

　さて、次の新たな流通のお話をしましょう。

これはアメリカの新聞から見たウォルマート、

実店舗です。これは Amazon のようなネット

需要ですけれども、リアル店とネット店の関係

を図形的に描くとこのようになって、リアル店

がこのようになるんですけれども、それと反対

に、ネット店がこうなっています。

　先ほどイオンの張さんがお話しされたよう

に、今、アメリカでも、ずっとネットが上がっ

てきて、リアルが落ちていくような関係になっ

ています。

　これは数日前の新聞ですけれども、なんと日

本でも、野菜のネット食材が増えているそうで

す。それは窮地の生産者を救うという意味も含

まれているらしいですね。

　家計調査のごく最近のデータを見てみます

と、ネットショッピングの割合、家計ではもう

50％を超えた。昨年まではあまり変化がなかっ

たんですけれども、ここにきて、３月、４月、５

月、６月と、家計の55％くらいがネットでもの

を買っていることが明らかになりました。

　そして金額もずっと増えてきている。これは

全体の平均なので、ネットを使わない人の分も

入っていますけれども、ネットを使った人だけ

だと、これまた月３万5,000円くらいになって

います。ここでは１万7,000円くらいですので、

ちょうど倍くらいになっております。利用する

人は、月に３万5,000円くらい、ネットでもの

を買っていることが分かります。

　その中でも特に、ネットにおける食料の貢献

度が非常に高いということが分かります。食料

は今、ネットでショッピングするのが非常に増

えてきているなということが分かります。



― 6 ―

甲　斐　　　諭

　さて、一昨年、中国は上海で、流通業界を調

査する機会を与えていただきました。そのよう

な機会を与えてくださいました中村理事長に感

謝を申し上げます。

　この先生は上海の商学院の教授ですけれど

も、この先生にいろいろと案内してもらいまし

た。これは大きなマンションの下のショッピン

グモールです。ですから、買い物難民が生じな

いんです。大きなビルの一階に直売所があると

いうことで、エレベーターを降りたら、そこが

すぐ大きなモールになっております。横移動を

しなくていいというのは、素晴らしいアイデア

ではないでしょうか。都市計画として、横移動

をしなくていい、縦移動だけでショッピングが

できる、中国はどんどん高齢化社会になってき

ますけれども、そういうことも必要になってい

ると思います。

　すべての取引は、みんなネットの取引関係で

やっていくということですね。そして、うちの

取引はこのくらいだよと、各お店が自分のとこ

ろのランキングを出しているという取引をして

おります。

　また、これはアリババが営業しているお店で

す。アリババはネットのチャンピオンですが、

そこがスーパーをつくっているんですが、消費

者がこのスーパーにメールを出します。そうし

たらこの人たち、買い子たちがそのメールを見

て購入します。そしてここに袋を掛けると、ぐっ

とケーブルが通って、ショッピングモールの中

をずっと通っていきます。それはスーパーのバ

イク置き場につながれていますので、バイクの

人が配達する。30分以内には注文者に届けられ

るということで、素晴らしいアイデアだと思い

ます。

　この配達人たちは全部、町中の地図を持って

いて、各家庭に配送していく。日本ではこんな

人はいませんよと言ったら、歩合制でしょうけ

れども、給料が高く、収入が多いので、やる人

が多いんだと言っておりました。

　そういうことを考えて、昨日の新聞を見ると、

コンビニが今度は宅配をするということです。

それはセブン－イレブンですけれども、結局、

セブンさんもその役割があるということで、リ

アル店とネット店の融合が非常に重要だなと感

じた次第でございます。

　以上、総括すると、コロナによって消費者行

動は非常に変わりました。また、外食から内食

に変わってきております。イタリア料理が家庭

で増えてきて、洋服などは買わないと。今後の

流通業界は、リアルとネットの融合が進んでい

くのではないかというのが、私の感想でござい

ます。

　これは、一研究者としての私が頭の中で、ま

た、データを見ながら考えただけで、現実のこ

とはよく知らないので、ぜひ現実のことを教え

ていただこうと思って、生産者に近い大同青果

の手嶋専務様に来ていただいております。

　また、小売店はどうなっているかよく分から

ないので、ハローディホールディングスの執行

役員の徳留様に教えていただきたいと思いま

す。

　そして外食産業としては、日本を代表するロ

イヤルホストの社長さん、今日はわざわざ東京

から来ていただいていますけれども、佐々木社

長様に、お話をいただくことになっております。

　また、消費者に一番近い団体として、エフ 

コープ生協の理事長である堤様に、いろいろと

教えていただこうと思ってこれを企画し、また、

講師の先生方にお願いした次第でございます。

　また、中国は、中国人民大学の王教授、それ

から韓国の全北大学の金教授に、PowerPoint

で参加してもらっております。両先生とも九大

におられまして、私の古くからの友人です。王

先生はもう帰って15年、金先生も日本を離れて

20年たっておりますけれども、今でも日本語が

堪能です。優れた能力を持った先生方です。

　最後に本学のマキネス先生に、アメリカの事

情についてご報告していただきます。



― 7 ―

「コロナ禍による流通の影響と対応」

　本日は多くの方に出席をしていただき、また、

zoom でも大変多くの方にご参加いただきまし

て、ありがとうございます。今後とも中村学園

と流通科学部、そして大学院、流通科学研究所

を支えて頂けますように、また、ご指導いただ

きますようにお願い申し上げまして、私の報告

といたします。ご清聴いただきましてありがと

うございます。

解題「コロナ禍による流通の影響と対応」

中村学園 学⻑・流通科学研究所 所⻑ 甲斐 諭

１．企画の背景

２．コロナ禍による家計と消費者購買行動の変化

３．コロナ禍による流通業界の変化

４．今後の対応

５．講師紹介

１．企画の背景

資料：帝国データバンク、２０２００８０３

信用調査会社の帝国データバンクは３日、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けた企業や個人事業者の
倒産件数（負債１０００万円未満含む）が全国で４００件に達したと発表した。３日（１６時）時点で４０
６件。外出自粛を受け、飲食店やホテル・旅館を中心に倒産が増加している。

コロナ禍による関連倒産数

資料：ＮＨＫ「おはよう 日本」2020.08.4 資料：ＮＨＫ「おはよう 日本」2020.08.4
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資料：帝国データバンク「全国企業倒産集計 2020 年上半期報」2020 年 7 月 8 日より作成。

資料：総務省「家計調査報告ー2020年7月分ー」2020.9.87。

家計の消費支出の前年同月比
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資料：総務省「家計調査報告ー2020年6月分ー」2020.8.7。

パスタ、即席麺、生鮮肉、チーズなどは購入量増加

外食費と飲酒代は、大幅落ち込み
チューハイ・カクテルは増加

交通費、宿泊費、口紅は大幅落ち込み

パソコン、ゲームソフトは購入量増加

生鮮野菜の購入量は１月は前年とほぼ同水準、
２月以降、前年より購入量が急増

茎葉菜の購入量は１月は前年とほぼ同水準、
２月以降、前年より購入量が急増

根菜の購入量は１月は前年とほぼ同水
準、２月以降、前年より購入量が急増
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コロナ前需要曲線

コロナ後需要曲線

供給曲線

コロマ前単価

コロマ後単価

家庭を中心とした
白菜需要の拡大が

白菜単価を高騰させた。
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資料：総務省「家計消費状況調査 ネットショッピングの状況について－2020年（令和2年）６月分
結果－」

資料：総務省「家計消費状況調査 ネットショッピングの状況について－2020年（令和2年）６月分
結果－」 資料：総務省「家計消費状況調査 ネットショッピングの状況について－2020年（令和2年）６月分

結果－」

・食料の消費者購買行動は、コロナ禍により激変。

・外食から内食に変容。外飲から内飲へ。
・野菜、麺類、バター、豚肉などの家庭内消費が増加。
・外食、被服、行楽などへの支出は回復が遅い。

・ネットショッピングが今後も拡大し、流通が一部変化する。

・野菜などの生産は、労働力不足と自然災害で供給不足と高値。
（需要の価格弾力性が小さいので、供給不足により急騰）

・食料の安定供給によるライフラインの確保と食品産業従事者
の就業確保が重要。

５．講師紹介
・食料の生産者に近い卸売業界の代表として、

福岡大同⻘果株式会社 専務取締役 手嶋雄二様

・小売業界の代表として、
株式会社ハローディホールディングス 執行役員部⻑
徳留基雅様

・外食産業界の代表として、
ロイヤルホスト株式会社 代表取締役社⻑ 佐々木徳久様

・消費者に近い組織の代表として、
エフコープ生活協同組合 理事⻑ 堤新吾様

・中国の事情に詳しい
中国人⺠大学 教授 王 志剛 先生

・韓国の事情に詳しい
全北大学 教授 金 中起 先生

・アメリカの事情に詳しい
中村学園大学 講師 S.H.マキネス 先生

本日はご出席賜り、またweb参加頂き、心から
感謝申し上げます。

今後とも中村学園、大学流通科学部、大学院流通
科学研究科、流通科学研究所を宜しくお願い致し
ます。

ご清聴、ありがとうございます。


